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主要部品の製作手順

完成外形

完成内部

検流計としてホットスポット探検用の１００μＡと、
送信所近くなど、強電磁界テスト用の５０ｍＡの
２個の電流計を付けました。（切替ＳＷ付）

100円ショップのプラケースに組み込み

アンテナと１次同調側は０．０４×３００、２次側は
０．０４×１００のリッツ線を使い、汎用のＥＭＩクラ
ンプ１２個組み合わせコアとしてコイルを作成。

ブレッドボードを使い、ダイオードやＬＥＤを予め
セットしておき、簡単に切替できるようにしました。
追加や変更が簡単です。
写真左から、Ｄ３１１，Ｄ９Ｂ、１Ｎ６０，１Ｓ１５８８，
赤ＬＥＤ，緑ＬＥＤ

バリコンは昔の３５０ＰＦ

ST-30

外部ｱﾝﾃﾅ端子

検流計切替ＳＷ

外部ｱﾝﾃﾅ端子

１００μＡ
５０ｍＡ

①

汎用のＥＭＩクランプ１２個を準備

③

コア２分割をセロテープで仮止め

１個16×16×28.5mm ④32×32×85.5mm

12個分をテープで接着

⑤

１次コイル(L1)
リッツ線0.04mm(300線)50回巻
中波帯で330μH

外部アンテナ用コイル(L3)
リッツ線0.04mm(300線)8回巻

２次コイル(L2)
リッツ線0.04mm(100線)13回巻

ＥＭＩクランプからコア取り出し

②

回路図


